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乳量アップのための試み
昨年から、福岡県酪連が「3・3運動」を展開してい

る。搾乳牛1日1頭当たり平均乳量3㎏増産、平均産次数
3産の実現を目指したものである。経過報告の段階であ
るが、3㎏増産を達成したと報じている。
他県でも同様な取り組みが見られ、酪農組合単位で

「1日1頭当たり1㎏アップ」などの目標値を掲げて乳量
増を推進し、前年対比で増産した分につき＋αを加算
する事例などが見られる。
乳量増の基本は牛群の改良であるが、多くの様々な環
境要因が係わっており、中でも餌給与関連の影響が大
きいことは周知のとおり。だからと言って、むやみに
濃厚飼料を増やせば余計搾れるわけではない。
福岡県の場合もそうだが、牛舎施設を改善して乳牛

のストレスを軽減した効果が大きいことは、実践的な
酪農家が証明してくれる。例えば、牛床を改善した、
水を十分飲めるようにしたなどで平均乳量が2～3㎏増
えたという事例を各地で見聞することができる。
平均乳量3㎏増は容易に達成できる数字ではないが、

福岡県は前から牛群検定に真剣に取り組み遺伝的な能
力水準を引き上げてきた。この伸びは改良の成果と牛
舎環境整備の相乗効果と考えられ、これから厳しい夏
場を迎えて暑熱対策としても有効であろう。

既設5点セットの見直し
フリーストール、TMR、ミルキングパーラーの3点セ
ットが推奨されている。フリーストールの普及率はバ
ーンを含めて11.5％、TMRは17％、パーラーは10％に満
たないと見られる（酪農全国基礎調査）。
フリーストールでの運動量は、放牧場におけるより

も多いとされる。運動は乾乳牛にこそ必要で、難産や

後産停滞、乳房浮腫などのトラブルを減らすことがで
きる。密飼いにならない十分なスペースで、ノーマル
な行動に近い自由度はこの施設の大きな利点の一つ。
しかし、良いことは分かっていても多額の設備投資

や用地が必要で、どこでも容易に取り組めるとは限ら
ない。金を生まない施設に大枚をはたくまでもなく、
既存施設の牛床、飼槽、水槽、繋留方式、換気などを
点検し改造するなり、乾乳舎やパドックを設けること
も考えられる。器用な酪農家では業者任せにしないで
経費を抑えた手作りの改造も見られるが、その際には
他とのバランスを考える必要がある。例えば、牛床を
改造する場合には飼槽や繋ぎ場の高さ関係を吟味する
必要がある。これら施設の良し悪しは、乳牛の快適性
ひいては生産性を大きく左右することは間違いない。
乳牛が発する不快時のシグナルを見落とすことなく

支障や故障の発見と解消（トラブルシューティング）に
努めることが大事である。

牛舎の快適性のチェック
・牛床（ストール）
・寝起きや身動きが楽にでき「斜め横臥」をしないで済
む長さと幅のスペースが必要。清潔で乾燥して、く
ぼみや盛り上がりがなく平らで、表面が柔らかで滑
らないストールが望ましい。
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・ストールコンフォートが最も大事。1日に12時間
以上横臥させたい。牛床が快適なら、横臥率は20
～50%以上増すと言われる。
・横臥によって乳腺への血流増加、心拍数の減少、採
食量・反芻回数の増加、肢蹄への負担軽減、跛行の
減少などにより乳量が増える。
・休息時間は乳量増のために極めて重要。健康と餌の
摂取量が向上することで、「１日１時間の横臥時間の
増加は１㎏の乳量増加につながる」（グラント）と言わ
れる。
・飼槽・水槽
・牛の五感の中で臭覚が最も敏感、不快な臭いのもの
は摂取しない。飼槽、ウォーターカップを清潔にし
とくに夏場には腐敗臭、ぬめりなどを取り除く。
ぎの給餌の約１時間前に、飼槽（バンク）の残餌状態や
採食パターンをチェックする。

バンクスコア

0.  残餌全くなし ↑
1.  わずかに残餌散在、飼槽表面露出→餌不足
(残餌は給与量の5%以下)

2.  2.5㎝程の全体に薄い層の残餌→適正給与
（給与量の約10%）

3.  5～7.5㎝以上の残餌→過剰給与�
（給与量の約25%）

4.  7.5㎝以上の残餌→品質、嗜好性に問題あり
（給与量の約50%） ↓

5.  餌が触れられていない

・「水は最も安価で重要な栄養素｣（ジョンソン）と言

われる。きれいな水を飲みたい時に、十分摂ってい
ない実態が窺える。
・飲水量は乾物摂取量と高い相関があり、その摂取量
に係わる。水を制限すると、かため喰いを助長する。
・繋留方式
・放牧時におけるように、牛は頭を下げた状態の採食
姿勢が自然で、唾液量が多く出るので飼槽の高さは
通路面よりせいぜい10±5㎝高で十分とされる。
・高い飼槽、狭い牛床、スタンチョン、カウトレーナ
ーなどで苦しんでいる牛が少なくない。繋ぎ舎でも
時には外に出して拘束を解くなど、牛ができるだけ
自由な行動が取れる施設や管理を心掛けたい。
・フリーストール舎では、密飼い状態を避け弱い牛の
面倒を見る。ストール数に見合った100％の密度に比
べて、120％の密飼いでは弱い牛の横臥、採食、反芻
時間が2～3時間少なくなる（根釧農試など）。結果的
に、唾液産生が十分でなくルーメン機能低下に係わ
り健康状態、乳量・乳成分、繁殖成績に影響を及ぼ
すことになる。
・換気
・ファンを数多く取り付けて回しても、排気が十分で
なければ熱気をかき回しているだけで効果がない。
夏場に換気の行き届いた牛舎、とくにフリーストー
ル舎では、外よりも舎内が涼しい。
・澱んだ臭いやアンモニア臭がなく、牛が口を開けて
呼吸していないかチェックする。また、舎内に空気
の流れがあれば、クモの巣は張らない。
・暑くなると牛は横臥を嫌う。何もせずにただ立って
いる（アイドリングという）状態であれば、換気が悪
いかヒートストレスが考えられる。

当団種雄牛・枝肉研究会で活躍！�
　6月に岩手県で開催された「いわて牛」枝肉研究会において、
最優秀賞「Ｐ黒291・北仁」・優秀賞「Ｐ黒317・松福美」になる
など当団種雄牛が多く入賞しました。最近話題の「Ｐ黒349・安
重福」が優良賞を受賞し、確実に現場評価を上げています�

 種雄牛 母の父 母の祖父 性別 枝肉重量 ロース芯 バラ厚 脂肪厚 歩留 BMS 単価 販売金額　 受賞区分�

 北仁 菊谷 安福 去勢 485 80 9.0 3.0 66.4 12 3,999 1,939,515 最優秀賞�

 松福美 北国7の8 恒徳 雌 414 82 8.0 1.3 64.7 11 3,202 1,325,628 優秀賞�

 福安福 北国7の8 菊谷 雌 372 64 9.0 2.1 65.8 10 3,011 1,120,092 優良賞�

 安重福 北国7の8 菊谷 去勢 518 77 8.0 1.6 66.4 9 2,898 1,501,164 優良賞�

 北仁 安平照 菊谷 雌 398 67 8.1 2.3 63.7 8 2,495 993,010�

 北仁 安糸晴 茂重波 去勢 535 68 7.0 4.0 65.2 8 2,346 1,255,110�

 北仁 飛騨白清 糸福 雌 426 60 8.0 2.1 65.5 7 2,228 949,128

P黒291・北仁最優秀賞獲得枝肉写真




